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平成25年６月28日 

各 位 

 会 社 名  Ｏａｋ キャピタル株式会社 

 代表者名  代表取締役会長兼CEO 竹井 博康 

       （コード番号3113 東証第二部） 

問合せ先  広報・IR室長        桐村 康司 
        （TEL．03-5412-7700） 

 

軽井沢エフエム放送株式会社による新経営体制に関するお知らせ 
 

 当社が75％の株式を保有する軽井沢エフエム放送株式会社（以下、「FM軽井沢」という。）は、昨日開催され

た株主総会において、事業の刷新を骨子とする経営計画および新たな経営体制を決定いたしましたので、その

概要について、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．役員人事（2013年6月27日付） 

 

代表取締役会長  佐藤 泰春    （元 万平ホテル オーナー） 

 代表取締役  竹井 博康    （Ｏａｋキャピタル株式会社 代表取締役会長） 

 

取締役  佐藤 宏治 営業統括局長 兼 総務局長 

    木和田 逸郎 放送局長 

    町田 敦史 営業統括局 事業部長 

   青沼 昭     （軽井沢ガス株式会社創業者 元代表取締役社長） 

    緒方 健介    （Ｏａｋキャピタル株式会社 取締役） 

    木戸 康行    （Ｏａｋキャピタル株式会社 執行役員） 

    赤坂 茂好    （株式会社プリンスホテル 取締役 専務執行役員） 

    佐藤 雅義    （前 軽井沢町長） 

 

監査役  秋田 勉      （Ｏａｋキャピタル株式会社 取締役） 

    伊藤 祐之    （公認会計士） 

 

 

２．大株主の状況（2013年３月31日現在） 

Ｏａｋキャピタル株式会社（75.3％） 

株式会社森トラスト・ホールディングス 

信濃毎日新聞株式会社 

信越放送株式会社（SBC） 

株式会社長野放送（NBS） 

株式会社八十二銀行 

株式会社プリンスホテル 
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３．「FM軽井沢イノベーションプラン」の概要 

（１）基本骨子 

・「軽井沢を楽しくするメディア」への自己革新 

 ・インターネットラジオ放送のビジネス展開 ＜コミュニティFM260局のネットワーク化＞ 

（２）各事業戦略のポイント 

①放送事業 

  ・聴取率の向上 ＜居住者、別荘オーナー、観光客 ― 潜在聴取者層全てへのアプローチ強化＞ 

  ・番組の効果的編成と外部プロフェショナルとの人事交流 

  ・広告スポンサー層の拡大 

②イベント事業 

  ・地域イベントの中核メディアとしての機能発揮(イベント会社との連携強化) 

  ・イベントスポンサーの獲得強化 

  ・東京への進出（東京での全国版イベント開催等） 

③出版事業 

 ・別荘オーナー層、富裕層に愛読される雑誌としての地位確立 

 ・既存イベントと連携した媒体誌の発行 

  ・広告スポンサー層の拡大 

（３）設備投資 

  ・ 新鋭設備への入替と増強 

  ・インターネットラジオ対応用の新規設備導入 

（４）その他 

  ・東京事務所の新設 

 

FM軽井沢は上記計画を推進するとともに、今後、当社とともにインターネット放送事業へも本格的に取り

組む方針です。 

 

 

以 上 


